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非破壊式放射能測定装置のまつたけ試料スクリーニング検査への適用 

Application of non-destructive activity measuring devices to the screening test 
for radio-cesium in Tricholoma matsutake samples 

近畿大学原子力研究所*1，国立医薬品食品衛生研究所 生化学部 2，農研機構食品研究部門 3 

○山田 崇裕 1，蜂須賀 暁子 2，八戸 真弓 3

(YAMADA, Takahiro*1; HACHISUKA, Akiko2 and HACHINOHE, Mayumi3) 
1. はじめに

福島第一原子力発電所事故の影響による食品中の放射性セシウム測定について、近年生産サイドによ

る出荷前自主検査や住民が自家消費を目的として自家栽培した作物や採取した野生の動植物の測定に

試料を破壊せずそのまま測定する非破壊式放射能測定装置が開発され利用されている[1][2]。一方、この

ような装置における測定の信頼性については十分に明らかにされていない。そこで本研究では、同一の

実試料を用いて異なる機種の非破壊式装置による測定と Ge 検出器を用いた公定法による測定結果との

比較検討を行い、非破壊式装置を用いた手法のスクリーニング検査への適用性の評価について検討した。 
2. 方法

本研究においては、異なる 3 機種の非破壊式装置を用いて福島県内で採取した野生キノコ類 28 種類

132 検体を用い破砕等の前処理をしない非破壊式装置による測定と Ge 検出器を用いた公定法による測

定結果との比較検討を行った。前者による測定は試料形状の変化や放射性セシウムの不均一分布の影響

の評価のため 4 回繰り返し測定し、その都度攪拌、試料の再配置を行った。これらの野生キノコのうち

最も検体数が多かったまつたけ試料 26 検体を用いて、スクリーニング検査への適用性について、回帰

直線の予測区間による方法の評価について検討した。 
3. 結果

 回帰直線の予測区間は測定に用いた試料のうち検出限

界超～220 Bq/kg 程度の範囲にある試料の測定結果を用

いて求めた。装置形式 FF1（日栄工業(株)）の評価例を右

図に示す。スクリーニングレベル（SL）は、SL 相当の装

置指示値の予測区間上限が基準値相当の指示値を下回る

ことを条件とし、予測区間は 99%（α=0.005）とした。評

価した各装置におけるスクリーニングレベル上限値を右

表に示す。ここでは、各装置で図のようにして得た回帰

式を用い非破壊式の指示値相当のスクリーニングレベル

を Ge 検出器による測定値相当に換算して示した。 
4. 結論

異なる 3 機種の装置について回帰直線の

予測区間に基づく SL の評価を行った。従前

の試料の前処理を伴う手法に規定された

α=0.005 の条件で、SL≃50 Bq/kg となった。今回試験に用いた試料と測定条件がほぼ同等の範囲にある

試料に対してはこれらの装置で試料の前処理を伴う従来のスクリーニング検査とほぼ同等の性能での

検査が可能であると考えられた。 

●本研究は，厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業：20KA1010）により実施した。
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